








































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は①
農産物輸出が多いAは豪州、穀物輸出国かつ熱帯産品等を輸入するBは米国、域内貿易が盛
んなCはEU諸国、野菜等輸出と大豆等輸入を行うDは中国に対応する。

●問題Ⅲ-2
正解は③
日本の炊飯用水稲品種の玄米の長さは5.0〜5.5mm、長幅比2.0以下を短粒と区分し、玄米
千粒重は20.0〜23.5g程度となる。したがって③が適切である。

●問題Ⅲ-3
正解は①
ツルマメ起源で弥生時代に伝来したAはダイズ、子葉が地下に残るBはアズキ、アンデス原
産で地中に結実するCはラッカセイである。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
ホウレンソウはアカザ科（現ヒユ科）の雌雄異株野菜である。冷涼を好み酸性土壌を嫌っ
て中性を好み、春の長日条件で抽だいする特性を持つ。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
厳寒地での剪定は凍害を避けるため厳寒期を過ぎた早春に行うが、樹液流動後に剪定を行
うと切り口から樹液が流出し樹勢衰弱を招くため誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は③
イネは開花と同時に同一花内で受粉を完了する自殖性植物である。長花柱花や短花柱花の
ような異形花柱花性を持つ他殖性植物ではない。

●問題Ⅲ-7
正解は②
ウンシュウミカンの「す上がり」は果実の過熟や収穫遅延、貯蔵中の水分蒸散等によって
生じる障害であり、高温・多雨による直接の影響とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は②
岩石の化学的組成を変えずに温度変化や水の凍結・膨張などの物理的破砕によって細粒化
する作用は、物理的風化作用であるため誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は④
落ち葉や稲わらは炭素分が多く窒素分が少ないためC/N比が50〜100と高く、一般に20前後
の家畜堆肥よりも高くなるため記述は不適切である。

●問題Ⅲ-10
正解は①
ファイトプラズマは細胞壁を持たない原核生物（細菌）の一種であり、カビの仲間である
糸状菌ではないため記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は④
メチルオイゲノールによる雄除去法で根絶されたのはミカンコミバエである。ウリミバエ
は不妊虫放飼法により根絶されたため誤りである。

●問題Ⅲ-12



正解は④
オレイン酸は炭素鎖中に1つの二重結合を持つ一価不飽和脂肪酸（C18:1）であり、オリー
ブ油などに多く含まれるため飽和脂肪酸とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は①
大豆は組織が硬く未加工では消化性が劣る。水溶性タンパク質を凝固させた豆腐や、納豆
菌で発酵させた納豆により消化吸収性が大きく向上する。

●問題Ⅲ-14
正解は②
硬質小麦は硝子質でタンパク質含量が高くパン用の強力粉原料となり、軟質小麦は粉状質
でタンパク質含量が低く菓子等の薄力粉原料となる。

●問題Ⅲ-15
正解は③
玉露は茶の摘採前約20日間にわたり覆いをして直射日光を遮る覆い下栽培を行い、アミノ
酸（テアニン）含量を高めて旨味を引き出した緑茶である。

●問題Ⅲ-16
正解は②
グルコース（ブドウ糖）は甘味を呈する代表的な糖質であり、苦味成分ではない。苦味を
呈する物質にはカフェインやキニーネなどがある。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
腸炎ビブリオは海水中に生息する好塩性の細菌であり、細菌性食中毒の原因菌である。ノ
ロウイルスなどのウイルス性食中毒とは異なる。

●問題Ⅲ-18
正解は①
胃の入口は噴門、出口は幽門であり記述が逆である。また胃液にはペプシン（ペプシノー
ゲン）や塩酸が含まれ、アミラーゼは唾液や膵液に含まれる。

●問題Ⅲ-19
正解は②
高病原性鳥インフルエンザはA型インフルエンザウイルスによる法定伝染病であり、家禽
に致死的な症状をもたらすため早期摘発と殺処分・淘汰が基本となる。

●問題Ⅲ-20
正解は③
アルファルファは耐乾性に優れる栄養価の高い多年生マメ科牧草である。粗タンパク質や
サポニン等を多く含み、多量採食時にルーメン内で鼓脹症を起こしやすい。

●問題Ⅲ-21
正解は④
母牛管理や分娩に労働を要し種付料がかかるAは子牛、飼料費比率が極めて高いBは肥育
豚、もと牛導入費用が費用構成の約3割を占めるCは乳用雄肥育牛である。

●問題Ⅲ-22
正解は⑤
あか牛と呼ばれるAは褐毛和種、東北で放牧肥育されるBは日本短角種、山口県阿武萩地域
で飼育されるCは無角和種、肉質と脂肪交雑に優れるDは黒毛和種である。

●問題Ⅲ-23
正解は③
繊維分NDFが高く可消化養分TDNが低いAは生稲わら、TDNが高くデンプン主体のBはトウモ
ロコシ、粗タンパク質CPが約5割を占めるCは大豆粕である。



●問題Ⅲ-24
正解は④
ミティゲーションは環境影響を回避・最小化・代償する環境保全手法を指す。地域で伝統
的に継承されてきた景観上の暗黙の約束事を意味する用語ではない。

●問題Ⅲ-25
正解は⑤
炭化は空気を遮断した高温環境下で有機物を熱分解する熱化学的プロセスである。メタン
発酵のような微生物の代謝・生物発酵作用を利用した技術ではない。

●問題Ⅲ-26
正解は①
水田灌漑は湛水管理により多量の水が浸透して地下水を涵養し河川へ還元されるため、畑
地灌漑よりも地域水循環に及ぼす影響がはるかに大きく顕著である。

●問題Ⅲ-27
正解は②
表土扱いは整地工事に先立ち作土を一時的に集積しておき、基盤切盛工事完了後に再び圃
場全面に戻す工法であり、他土と置き換える工法ではない。

●問題Ⅲ-28
正解は③
ゴム引き布製起伏堰は気体や水を注入して起伏させる構造のため、中間の微小な堰高調整
や精密な水位制御を行うことは難しく、制御が容易とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は④
常時排水は平常時における降雨流出水や地下水等の過剰水を日常的に排除して地下水位を
低下・保持する排水管理であり、外水位の制御を主目的とするものではない。

●問題Ⅲ-30
正解は②
開水路は流水の表面波伝播のため水理的応答が遅く、圧力管水路は圧力波として伝達され
るため応答が速い。両者の応答特性の記述が逆であるため不適切である。

●問題Ⅲ-31
正解は①
ブランケットは浸透を抑制するため堤体上流側法面や貯水池底に設ける遮水工である。下
流法面の浸出防止には排水ドレーンや押え盛土を設置するため誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は⑤
GNSS（GPS）測量は衛星電波による三次元高精度測位が可能であり、路線測量における中
心線形決定や縦横断測量でも幅広く実用化されている。

●問題Ⅲ-33
正解は④
中山間地域では区画が狭小で傾斜が急な農地ほど基盤条件が不利で機械作業が困難となる
ため、耕作放棄地率が高くなる傾向があり、低いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は⑤
不要化した余剰水の転用は単純転用、施設改善による余剰水創出は合理化転用である。自
然流下による排水再利用は反復灌漑、ポンプ揚水による再利用は循環灌漑である。

●問題Ⅲ-35
正解は③



降雨強度や融雪強度が土壌の浸入能を上回った場合に浸透しきれない水分が表面流出（地
表流）となる。下回ると地表を流下するとする記述は水理学的に誤りである。


